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1.はじめに

 三重大学では、「学生支援サミット」と名付けたイベントを毎年開催しています。これは、

今後の三重大学の学生支援のあり方に関するビジョンを、学生、教員、職員がともに描き、

共有し、それに基づいて三重大学の今後の学生支援やピアサポータ―活動計画を作成する

目的で、平成 24年度より始まりました。毎回、テーマを設定し、参加者はグループに分か

れて意見を出し合い、それを全員で共有します。 

本年度の「学生支援サミット 2017」は、サブタイトルに「学生、教員、職員で実現するユ

ニバーシティ・エンゲイジメントプロジェクト」を掲げ、大学に誇りを感じ、皆が活き活き

としている状態の実現を目指してサミットを開催しました。議論のテーマを「誰もが安心で

きる安全なキャンパスの実現」とし、喫緊の課題である学内外の交通問題を改善するために、

協働して活発にディスカッションを行い、アイデアの発表を行いました。本報告書は、この

活動と成果をまとめたものです。 

サミットによって出された、交通問題を解決するための活動や仕組みに関するアイデア

を多くの方に知っていただき、学生生活環境の充実をはじめ、三重大学の発展の寄与につな

がる資料としてご覧いただけることを心よりお願い申し上げます。 

 また最後となりますが、学生支援サミットの企画・運営に関わりご協力を頂いた皆さま、

当日参加し貴重なアイデアを出して頂いた学生・教職員の皆さまに厚くお礼申し上げます。 

学生総合支援センター 
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２．学生支援サミット 2017概要 

○趣旨

年に一度、三重大学の学生・教員・職員がともに大学をより良いものとして行くために協

働して議論を行う機会として開催している。本年度は、サブタイトルに「学生、教員、職員

で実現するユニバーシティ・エンゲイジメントプロジェクト」を掲げ、大学に誇りを感じ、

皆が活き活きとしている状態の実現を目指し、サミットを開催した。 

○目的

① 大学での学修や生活をより活き活きとした望ましいもの（エンゲイジメント状態）にで

きるよう、学生と教職員が協働する意識を育む（協働の機会）。

② 障がい学生や留学生を含むすべての学生が、充実した活動を送るための支援を、他者と

ともに企画・検討できる主体的な学生を育成する（人材の育成）。

③ 活動や仕組みを企画・検討するだけで終わらせることなく、三重大学発展のためのアク

ションにつなげ、大学環境の向上を図る（大学の発展）。

○テーマ・内容

「誰もが安心できる安全なキャンパスの実現」を今年度のテーマとし、近年三重大学にお

いても問題視されている「交通問題」の改善について検討する。各自で出し合ったアイデア

をポスターにまとめ発表し吟味する中で、大学環境の改善につながる具体的なアクション

を模索した。 

○成果物・実践

出てきた活動や仕組みに関するアイデアは、提案書として大学へ提出することや、学内の

ボランティア団体等による活動として実践につなげていくこととした。 

○日時・場所

事前ガイダンス 

日時：平成 29 年 7 月 19 日（水）14：40 ～ 15：00 

場所：教養教育校舎 3 号館 1131 教室 

学生支援サミット 

日時：平成 29 年 7 月 26 日（水）13：30 ～ 16：00 

場所：メディアホール 
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○対象

三重大学に在籍する学生及び教職員 80 名（学生 60 名、教員 10 名、職員 10 名）を対象

とすることを想定した。グループ活動の際には、8 名（学生 6 名、教員 1 名、職員 1 名）を

1 グループとして構成する。学生の募集については担当教員の講義内にて募集を行い、教職

員については声掛けを個別に行う。職員については、各部署から集められるよう、各チーム

の若手職員を中心に募集をかけた。 

○プログラム

13:10～13:30（20 分） 受付 

13:30～13:40（10 分） 開会の挨拶 学生総合支援センター 副センター長 長屋祐一 

13:40～13:50（10 分） 学生支援サミットの活動内容の説明 

13:50～13:55（5 分） グループで自己紹介（名前、所属等） 

13:55～15:05（70 分） グループワーク（学生、教員、職員が協働して、交通問題解消の

ための具体的なアイデアを検討し、活動や仕組みについてポスタ

ーにまとめる。） 

15:05～15:45（40 分） 各グループのプロジェクト発表と質疑応答（5 分×6 グループ＋

予備 10 分） 

15:45～15:50（5 分） キャリア・ピアサポーター学生委員会、障がい学生支援室サポー

ターの学生より、感想と今年度以降の活動に向けて一言

15:50～15:55（5 分） ベストグループ・ベストアイデア表彰 

15:55～16:00（5 分） 閉会の挨拶 学生総合支援センター センター長 野崎哲哉 

○主催

三重大学 学生総合支援センター
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３．当日の参加状況 

学生支援サミット当日の参加者数は、学生 49名、教員 9名、職員 24名の、計 82名であ

った。これまでの学生支援サミットの参加者数よりも多い 80名の参加を目標として設定し、

目標数を達成する参加が得られた。 

表 学生支援サミット 2017参加者数 

属性 参加者数 

学生 49名 

教員 9名 

職員 24名 

合計 82名 

（参考） 

表 参加学生の内訳 

学部 参加者数 

人文 23 

生物資源 15 

教育 4 

工 5 

医 2 

合計 49名 

4



４．当日の流れ 

当日は以下のスライドの通りに進行を行った。 
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５．参加者によって出された「交通問題」改善のためのアイデア 

○アイデア一覧と投票率

「誰もが安心できる安全なキャンパスの実現」をテーマに、三重大学をより良くするため

の具体的なアイデアを学生・教員・職員がディスカッションを行い検討した。 

また、その全８グループそれぞれがスライドを用いてアイデア発表を行い、どのアイデア

が良いか、参加した学生・教員・職員から投票を行った。 

表 各グループから出されたアイデアと投票率 

順位 アイデア グループ 投票数 投票率 

1 駐輪マナーの悪い自転車の持ち主にペナルティを科す 8 27 33.8% 

2 交通担当のサークル「交安（こうあん）」を作る 1 23 28.8% 

3 毎年自転車登録シールを更新していく 4 15 18.8% 

4 VRでのシミュレーション 6 12 15.0% 

5 駐輪場利用料（江戸橋駅）の返却 3 11 13.8% 

6 歩ける人は歩く 7 10 12.5% 

6 駐輪可能区画、駐輪禁止区画にロードペイントをする 8 10 12.5% 

6 自転車専用レーンの設置・左側通行 5 10 12.5% 

9 組織間での連携 1 9 11.3% 

9 スタートアップセミナーや授業で自転車問題の啓発を行う 6 ９ 11.3% 

11 事故の写真を載せたポスターを作成する 7 8 10.0% 

11 駐輪所に良心に訴えかける張り紙をする 8 8 10.0% 

11 履修登録時に周知する 5 8 10.0% 

14 キャンパスクリーンなどイベントの利用 3 7 8.8% 

15 引き渡し制度 2 6 7.5% 

15 各自転車番号の照会システムの確立 4 6 7.5% 

15 駐輪所の増設 3 6 7.5% 

18 買い取り制度 2 5 6.3% 

18 学生の要望をくみ上げるシステム 4 5 6.3% 

18 三重大公式 SNSで事故事例紹介、情報共有 6 5 6.3% 

21 駐輪・駐車場のエリア分け 4 4 5.0% 

22 不要になった自転車を引きとり安価で売り渡す 4 3 3.8% 

23 駐輪所の増設 4 2 2.5% 

23 放置自転車の撤去 7 2 2.5% 

23 放置自転車の撤去 5 2 2.5% 

23 図書館付近の自転車置き場を増やす 5 2 2.5% 

27 人文学部棟、生物資源学部棟の駐輪所の活用 7 0 0.0% 

※投票者数 80 名、投票総数 215 件であり、一人につき３つまで選択可とした。
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○投票率が上位のアイデア

各グループから出された全 27 アイデアより、投票率の高かった上位 10 アイデアは以下

の通りとなった。 

①駐輪マナーの悪い自転車の持ち主にペナルティを科す

駐輪マナーを守らない学生については、簡単にはそういった行動をやめないと考えられ

るため自転車の持ち主は責任を持ち、守らなかった場合にはペナルティを科すといったア

イデアが、学生側から挙げられた。 

②交通担当のサークル「交安（こうあん）」を作る

交通問題に対して具体的なアクションを起こしていく組織が学内にあった方がよいので

はないかと考え、交通安全問題に対して取り組む通称「公安」を作るといったアイデアが挙

げられた。 

③毎年自転車登録シールを更新していく

三重大学に駐輪する場合には、大学へ自転車登録申請を行い駐輪許可のシールが配布さ

れる。シールの登録を毎年更新制にし、シールの色などを変えていくことで、何年度に更新

されているかを確認できるようになり、持ち主のわからない放置自転車を減らすことがで

きるのではないかといったアイデアが挙げられた。 

④VR でのシミュレーション

VR（Virtual Reality）技術といった、コンピュータグラフィックスや音響効果を組み合

わせて、人工的に現実感を作り出す技術が進歩している中で、交通事故などの危険性につい

て、そうしたものを活かした理解の広め方があるのではないかといったアイデアが挙げら

れた。 

⑤駐輪場利用料（江戸橋駅）の返却

駅前や大学付近の駐輪場が有料のため、自転車を大学内に停めることが増えていると考

えられるため、入れた硬貨が返却される無料の形式の駐輪場があればよいのではないかと

いったアイデアが挙げられた。 

⑥歩ける人は歩く

自転車の利用率が高いため、また健康の向上のためにも歩きでの通学などを推奨してい

くべきではないかといったアイデアが挙げられた。 
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⑦駐輪可能区画、駐輪禁止区画にロードペイントをする

駐輪が可能な区間が明確になっていないため、無断駐輪が多いのではないかと考えられ、

そうした区間をペイントし、無断駐輪をやめる意識をつけていくべきではないかといった

アイデアが出された。

⑧自転車専用レーンの設置・左側通行

自転車専用レーンがある箇所もあるが、実際に守られておらず歩行者と自転車の交通整

理がされていないため、専用レーンの整備が必要ではないかといったアイデアが出された。 

⑨組織間での連携

学生から無断駐車などに関する情報をどこに伝えればよいのか、また学内のどういった

組織が取り組むのか、現在どのような組織や学生委員会が対応できるのかを、共有できてい

ないため、今後より連携を進めていくべきではないかといったアイデアが挙げられた。 

⑩スタートアップセミナーや授業で自転車問題の啓発を行う

大学入学後のはじめのうちから、放置自転車やキャンパス内自転車盗難等について問題

意識をすべての学生が持つよう、スタートアップセミナーや授業の中で紹介をしておくと

いった取り組みが必要ではないかといったアイデアが挙げられた。 

○各グループからのアイデア発表スライド

各グループ（１～８）のアイデア発表においてのスライドは以下の通りとなった。
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６．資料

○学生支援サミット 2017ポスター

○表彰状

○三重大学ホームページ トピックス掲載記事

これらの資料を下記に載録する。 
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会場

７月２６日（水）13：30～16：00
三重大学 メディアホール

（総合研究棟II 1階）

学生支援サミット2017

今年度は、 をテーマに、学生・教員・職員が協働しながら交通マナー
やルール、設備や体制などについてディスカッションをし、より良い三重大学となる
よう考えていきます。
詳細につきましては、事前説明会にて紹介していきますので、こちらもぜひ参加し、

十分情報・知識を仕入れて学生支援サミットに備えましょう。

7月19日（水）14：40～15：00事前説明会

学生支援サミット

※ 事前説明会に参加できない方も、学生支援
サミットのみに参加することが可能です。

参加者募集

交通問題は、みなさんの命や
環境に関わる重要な課題です。
普段接点のない学生や教職員

の方々とお話しをする機会、そ
して何か大学に役立つ体験や、
課題解決のための具体的なアク
ションを提案していきたいとい
う学生、また教職員の方々は、
ぜひ積極的なご参加をお願いい
たします。

主催：三重大学 学生総合支援センター

学生、教員、職員で実現するユニバーシティ・エンゲイジメント・プロジェクト

お問い合わせ先

三重大学 学生総合支援センター（担当：森）

MAIL：gs-summit2017＠ev.mie-u.ac.jp

参加をご希望の方は、
右記のＱＲコード
（またはＵＲＬ）から
エントリーをお願い
いたします。

まずは
エントリー

http://urx.mobi/E6yh

三重大学 教養教育校舎３号館 １１３１教室会場
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学生支援サミット 2017 

「ベストグループ賞」

  殿 

貴方は三重大学学生総合支援セン

ター主催の学生支援サミット

2017 において、三重大学の発展に

寄与する素晴らしいグループ発表

を行いましたので、これを賞しま

す。 

平成 29 年 7 月 26 日

三重大学学生総合支援センター 

センター長  野崎 哲哉
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学生支援サミット 2017 

「ベストアイデア賞」

  殿 

貴方は三重大学学生総合支援セン

ター主催の学生支援サミット

2017 において、三重大学の発展に

寄与する素晴らしいアイデアの発

表を行いましたので、これを賞し

ます。 

平成 29 年 7 月 26 日

三重大学学生総合支援センター 

センター長  野崎 哲哉
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7月 26日（水）、総合研究棟Ⅱメディアホールにおいて、「学生支援サミット 2017～学生、教員、職

員で実現するユニバーシティ・エンゲイジメント・プロジェクト～」が開催されました。 

本サミットは、学生・教員・職員が協働しながらディスカッションをし、より良い三重大学となるよう考え

ていく貴重な機会として、学生総合支援センター主催で毎年開催されているイベントです。 

本年度は「誰もが安心できる安全なキャンパスの実現」をテーマに、学生・教職員合わせて 82 名が

参加し、学生総合支援センター障がい学生支援室 森浩平講師の進行のもとサミットが行われました。 

冒頭、学生総合支援センター副センター長 長屋祐一准教授から「学生と教職員が力を合わせて、

より良いアイデアを出していってください」と開会の挨拶がありました。 

学内外の交通問題について、「キャンパス内の自転車の盗難」「大学周辺アパートへの無断駐輪・無

断駐車」など、実際に三重大学に寄せられた意見・課題を例に挙げ、学生・教職員を交えた 10人ほ

どの 8グループに分かれ、それぞれに課題を選んで解決のアイデアを考案しました。 
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会場内ではカフェサークル「Le Lien」のコーヒー・紅茶も振舞われ、和気あいあいとした雰囲気の中で、

各自の実体験も交えた活発な話し合いが行われました。 

ディスカッション後の発表では、各チームから個性あふれるユニークなアイデアが発表され「交通安

全サークルを作る」「自転車の買い取り・引渡し制度を作る」「駐輪場の増設」「マナーの悪い人への

ペナルティを科す」などが提案されました。 

また、発表後には参加者投票により、「ベストグループ賞」「ベストアイデア賞」がそれぞれ選ばれ、表

彰が行われました。 

閉会の挨拶として、野崎哲哉 副学長（学生総合支援・インターンシップ担当）から「学生の皆さんか

らいただいた今日の意見をまとめて大学へ提言し、実現していきたい。」とお話があり、今後の進展が

期待される有意義なサミットとなりました。 
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編集 ： 三重大学学生総合支援センター 
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